
【取組内容】 日常的なグループ学習とICTの活用による個別最適・協働的な学びの推進

札幌市立西陵中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

◎日常的なグループ学習とICTの活用による個別最適・協働的な学びの推進

・学習環境を３名程度のグループとする。
・端末を使いたいときにすぐ使えるような準備をしておく。
・学習課題に対する一人一人の進行状況を授業支援アプリで確認する。
・協働的な作業や交流する場面でも授業支援アプリを常時使用する。
・チャット機能によるやりとりで個別にサポートする。

【生徒の姿】
課題解決に向け
て調べたい時に
すぐに調べたり、
相談したい時に
すぐ相談したり、
分かったことや
分からないこと
をすぐ伝え合う
ことができる。

【教師の支援】
全体の進行状況
を端末で確認し
ながら、個別支
援や全体への呼
びかけ等を行い、
生徒が主体的と
なる学びをサ
ポートする。

〔授業支援アプリ〕



【取組内容】 情報活用能力（情報収集する力）の育成を意識した調べ学習

札幌市立西陵中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

◎学校図書館にあるリソースを有効活用した調べ学習の推進

・調べ学習を行うときは、図書館に１人１台端末を持ち込んで行う。
・学習課題の解決に向けて、インターネットによる情報に偏ることなく、
学校図書館に書籍、新聞などの内容とも比較しながら、課題解決により
適した情報源を検討したり、情報の真偽を確かめたりすることで、
ファクトチェックの習慣を身に付ける。

【生徒の姿】
様々な情報源に触
れながら、それぞ
れの情報の正確さ、
利便性などの違い
を理解し、自分の
課題解決にふさわ
しい手段を選択す
ることができる。

【教師の支援】
生徒の課題によっ
て適した情報源が
異なり、また生徒
一人一人の活用能
力に差があるため、
きめ細かな声掛け
を意識しながら、
書籍の紹介等のサ
ポートを行う。

〔書籍を用いたファクトチェック例〕



【取組内容】 校務DXに向けたポータルサイトによる日常的な情報共有

札幌市立西陵中学校（北海道）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

◎ポータルサイトによる日常的な情報共有の推進

・Googleサイトで教職員が利用できるポータルサイトを作成する。
・いつでも誰でもどこでも編集できる
⇒校務DXに関する実践事例を各自が掲載する。

・研修会等を開かなくても日常的に情報共有することができる。
・教職員の長所が生かされた事例が集まり、業務に相乗効果が生まれる。

〔事例紹介のページ〕 〔情報共有のページ〕


